
県内の一級河川は、｢天井川｣や｢尻無川｣といった形態をなす河川が多く、各々の解消

を目標に取り組んできました。現在は、当面の整備目標を定め、川の中の対策(通常の河

川改修「ながす」対策)に取り組むとともに、川の外の対策(「ためる」、｢とどめる」、｢そな

える｣対策)も総合的に実施する｢流域治水｣を進めています。
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表9-7-1  戦後の主な災害

図9-7-2  滋賀の流域治水

図9-7-1  降雨の違いを特徴づける地形と気流の関係

１．水害

滋賀県の降雨は、梅雨時期（6～７月）と台

風時期（９月）に多く、北部では降雪のため冬

の降水量も多くなっています。

また、滋賀県は、若狭湾、大阪湾、伊勢湾が

入り込む本州最峡部に位置し、1000ｍ級の

山々に囲まれた盆地となっているため、季節に

よって風向きが変化し、複雑な気流が発生しま

す。このため、雨や雪の降り方も年によって変

化し、局地的豪雨が起きやすく、過去幾度とな

く洪水などの自然災害に見舞われました。

近年発生した滋賀県内の主な水害として

は、2017（平成２９）年の台風21号による新川や日野川の氾濫、20２２（令和４）年の８

月豪雨による高時川の溢水氾濫による家屋浸水被害などが記憶に新しいところです。

２．河川の治水事業

河川にかかる治水事業は、｢天井川｣の解消や｢尻無川｣における流路の是正、川幅

の拡幅を目標として進めてきました。現在はハード・ソフト対策を一体として、あらゆる

関係者により社会全体で水害に備える、滋賀の流域治水の取組を進めています。

（１）国直轄河川改修事業

琵琶湖流入河川では、野洲川、草津川、大津放水路の３河川が国直轄事業で進めら

れてきました。「近江太郎」の異名をとる県内最大規模の野洲川は1979（昭和５４）年度

に、代表的な天井川である草津川は、平成１４年度にそれぞれ放水路が通水しました。

また、大津市南部を流れる８つの小河川の洪水を中流部で取り込んで瀬田川に流す大

津放水路は、地下トンネルとして2005（平成１７）年度にⅠ期区間が通水しました。

(２)県河川改修事業

かつて県内の一級河川は、台風などによる被害を毎年のように受けていたため、小

規模な被災箇所は災害復旧事業により対応し、1959（昭和３４）年に天野川で発生した

ような大規模災害は、災害関連・助成事業として河積拡大、流路是正などの改良復旧

を実施しました。

また、「琵琶湖総合開発事業」（1972（昭和４７）年度～1996（平成８）年度）では、３９

河川、延長約101kmの河川改修を県の施工により実施しました。

近年では、比較的大規模な河川改修について、国からの交付金による河川改修費補

助事業を進めています。この他、国補助事業への採択が困難であり、緊急を要する事

業は、県単独河川改良事業として河川改修を実施しています。

具体的には、当面の整備目標として、流域面積が50km²以上の河川は戦後最大洪

水規模相当、50km²未満の河川は１０年に1度の頻度の降雨（時間雨量５０mm相当）

の洪水を安全に流下させることとして、河川改修を実施しています。合わせて、堤防強

化の対策も実施しています。

(３)滋賀の流域治水

近年の気象変動の影響等から集

中豪雨が頻発し、深刻な水害が全国

各地で発生している状況を踏まえ、

どのような洪水であっても、①命が

失われることを避け（最優先）②生活

再建が困難となるような被害を避け

ることを目的として、川の中の「なが

す」対策に加えて、川の外の「ためる」

「とどめる」「そなえる」対策を並行し、自助・共助・公助が一体となって、ハード・ソフトあら

ゆる手段を総合的に進めていく滋賀の流域治水を推進しています。
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